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し
か
し
、
さ
ら
に
重
要
な
の

は
、
心
室
細
動
の
状
態
を
取
り
除

き
、
早
く
正
常
な
心
拍
に
戻
す
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
最
も
適
切
な
処

置
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
が

A
E
D
（
２
ペ
ー
ジ
右
下
参
照
）

な
の
で
す
。

　

心
室
細
動
に
な
っ
て
か
ら

A
E
D
を
使
っ
た
除
細
動
（「
細

動
」を「
除
く
」の
意
味
）
を
行
う

ま
で
の
時
間
と
生
存
退
院
率
と
の

関
係
は
グ
ラ
フ
１
の
と
お
り
で
す

が
、
こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
わ
か
る
よ

う
に
、
除
細
動
が
１
分
間
遅
れ
る

毎
に
７
㌫
か
ら
10
㌫
の
割
合
で
、

は
、
気
道
の
確
保
、
人
工
呼
吸
、

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
心
肺
蘇

生
法
を
行
う
こ
と
が
応
急
手
当
の

基
本
で
す
。

　

A
E
D
に
よ
る
除
細
動
が
適

さ
な
い
場
合
（
A
E
D
が
心
電
図

を
解
析
し
診
断
し
ま
す
）
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
適
切
な

心
肺
蘇
生
法
を
身
に
つ
け
、
そ
の

う
え
で
A
E
D
を
取
扱
う
こ
と

が
、
わ
た
し
た
ち
一
般
市
民
が
で

き
る
傷
病
者
を
生
存
へ
導
く
最
も

効
果
的
な
応
急
手
当
な
の
で
す
。

生
存
退
院
率
が
下
が
り
ま
す
。

　

平
成
17
年
の
調
査
で
は
、
東
部

消
防
局
の
救
急
車
が
現
場
に
到
着

す
る
ま
で
に
か
か
っ
た
平
均
時
間

は
６
・
７
分
で
す
か
ら
、
そ
の
間

何
も
し
な
い
で
い
る
と
生
存
退
院

率
が
30
㌫
以
下
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
い
ち
早
く

心
肺
蘇
生
法
と
除
細
動
を
行
う
こ

と
の
重
要
さ
が
わ
か
り
ま
す
。

　

人
が
倒
れ
心
肺
が
停
止
し
て
い

る
場
合
は
、
A
E
D
が
近
く
に

あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
ま
ず

　

心
臓
の
異
常
が
原
因
で
、
突
然

倒
れ
る
場
合
は
、
心
室
細
動
（
心

臓
が
小
刻
み
に
震
え
血
液
を
送
り

出
す
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
）
に

よ
る
も
の
が
多
い
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

人
は
、
心
臓
が
停
止
す
る
と
４

分
以
内
に
脳
障
害
が
発
生
す
る
た

め
、心
肺
蘇
生
法（
人
工
呼
吸
や
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）を
直
ち
に
行
い
脳

障
害
の
発
生
を
遅
ら
せ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
、と
て
も
大
切
で
す
。

A
E
D

A
E
D
を
使
っ
た

を
使
っ
た

応
急
手
当
の
重
要
性

応
急
手
当
の
重
要
性

応
急
手
当
は

応
急
手
当
は

適
切
な
心
肺
蘇
生
法
か
ら

適
切
な
心
肺
蘇
生
法
か
ら

（鳥取県東部広域行政管理組合消防局）

（自動体外式除細動器）■特集■特集 AEDAED

　心臓が原因とされる突然死
のうち、その 85 パーセント
は心筋梗塞からなる心室細動
によるものです。心室細動に
なると、心臓を動かす筋肉がけいれんし小刻みに震え、
心臓本来の血液を全身に送り出すポンプの役目を失っ
てしまうため死に至ってしまいます。　
　この心室細動の治療法は、唯一心臓にＡＥＤなどで
電気ショックを与えること（除細動）ですが、その効
果も時間が経過すれば低くなります。平成 17 年の県
東部広域管内では、救急車が到着するまでに除細動が
行われたケースはなく、救急車に搭載している AED
を使用することができた傷病者は 212 人中 28 人。そ
のうち、1カ月後の生存者は７人という調査結果（表１
参照）が出ています。このことからも分かるように、い
かに除細動を行うまでの時間を短くするかが命を救う
鍵となります。
　だれもが、ＡＥＤが使用できるようになったことで、
ＡＥＤを設置している施設は増えていますが、あらか
じめどの施設にあるのか確認し、知っておくことが大
切です。ただ、ＡＥＤの普及率はまだ低く、いつでも
すぐそばにあるとは限りません。基本は心肺蘇生法で
あり、救急車が到着するまで脳や心臓などのダメージ
を最小限にとどめ、命をつなぐことが一番大切です。

【【表表１１】】
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平成17年 鳥取県東部広域管内除細動に関する調査

区　　　　　分 人　数
病院へ搬送した全ての心肺蘇生法施行傷病者数 212人
AEDによる除細動施行傷病者数 28人
病院到着までの心拍再開者数 10人
1カ月後生存者 7人
1カ月後生存者のうち社会復帰者 1人

心室細動の時間経過による生存退院率
【【
グ
ラ
フ

グ
ラ
フ
１１
】】


